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研究成果の概要（和文）： 
市販ティッシュコンディショナーに関する基礎的データの収集の結果，市販ティッシュコンディ

ショナーは種類によって，機械的性質も異なり，溶出成分や溶出量も異なっていた．また，細胞

毒性に関してもそれぞれに異なった結果を得た．このことより，現存の市販ティッシュコンデシ

ショナーは，一般に一括りとされ臨床に使用されているが，症例の期待する効果によって種類を

選び，使い分ける必要性が示唆された．また，現存の市販ティッシュコンディショナーは，まだ

まだ改良の予知があることがわかった． 

 

研究成果の概要（英文）： 
As a result of collection of the fundamental data about a commercial tissue conditioner, 

according to the kind, the commercial tissue conditioner differed also in mechanical 

properties, differed also in the elution ingredient or the amount of elution. Moreover, 

the results differed also about cytotoxicity was obtained. From this study, commercial 

tissue conditioner is put together, and is used for clinical. However, It was suggested 

that the necessity of choosing and using a kind properly depending on a case. Moreover, 

it turned out that an existing commercial tissue conditioner has the forecast of 

improvement still more.  
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１．研究開始当初の背景 
 現在，超高齢化社会を迎え，今後義歯使

用患者は増加するものと予想される．義歯

使用中患者は，不適合義歯により顎堤粘膜

に褥瘡性潰瘍を形成することもある．その

対処方法として，義歯床内面に暫間的にテ

ィッシュコンディショナーをリラインして

損傷部の治癒の促進をはかる処置がある．

本材の使用目的は表１に示すよう様々であ

る．なかでも口腔粘膜の創傷治癒に併用し

て使用されることが多い．これまで本材の

研究・開発は，欠点である可塑剤の溶出を

抑制することにより本材の劣化をいかに防

ぐかに注目されていた．本研究室でも理工

学的性質を分析し，より治療効果の高いテ

ィッシュコンディショナーの開発を行って

きた．国内国外において，ティッシュコン

ディショナーの開発や理工学的性質および

機能的効果に関する研究は数多く存在する．

また，現在市販材料の中には抗菌剤の含有

した製品も存在する．しかしながら，治癒

促進物質の徐放性を有するティッシュコン

ディショナーは開発されていない． 
 
２．研究の目的 

 本研究では，現存するティッシュコンデ

ィショナーの欠点されてきた成分の溶出を

利用して，創傷治癒を促進する薬効の期待

できる成分を徐放することができたら，義

歯性潰瘍に悩む患者の救いとなると考えた．

そこで本研究は，創傷治癒促進物質を徐放

する新しい粘膜調整材の開発を目的とする． 
 
３．研究の方法 

（１）細胞毒性評価方法の確立：市販軟質リ

ライン材としてアクリル系常温重合リライ

ン材（製品 A），アクリル系加熱重合リライン

材（製品 B），シリコン系常温重合リライン材

（製品 C），シリコン系加熱重合リライン材

（製品 D）の 4種類を用いた．各試料はメー

カー指示に従い重合後，直径 6.0 mm, 高さ

2.0 mmの円柱状に成型した．ヒト歯肉線維芽

細胞は，24穴プレートに 1.0 mlの 10 ％ウ

シ胎児血清（FBS，Hy Clone Laboratories）

を含有した Dulbecco’s modified Eagle’s 

medium (DMEM, SIGMA)中に 20000個播種し，

48時間培養した．準備された各試料をポアサ

イズ 8.0 μmのポリエチレンテレフタレート

（PET）メンブレンを有するセルカルチャー

インサートの中に入れ，培養液中へ浸漬した．

（図１）浸漬後さらに 24時間培養後，Cell 

Counting Kit-8（同仁化学研究所）を用いて

細胞生存率を WST法にて検討した． 

 

（２）市販ティッシュコンディショナーの細

胞毒性の検討：試験材料として４種類のティ

ッシュコンディショナー製品 A,B,C,Dと製品

Bに関しては付属のコーティング剤を塗布し

たものの 5種類を用いた．細胞毒性評価には

（１）と同様の方法で行った． 

 

（３）市販ティッシュコンディショナーの溶

出成分の同定：材料は上記製品と同様のティ

ッシュコンディショナーを用いた．各試料を

褐色ビン中に蒸留水 100ml，37℃で浸漬し，

24時間ごとに新たな蒸留水100mlの入った褐

色ビンに移し，24時間後，2時間後に



HPLC-10VP（島津製作所）を用いて溶出量を

測定した． 

 

（４）市販ティッシュコンディショナーの動

力学的性質の検討：材料は上記材料と同様の

ティッシュコンディショナーを用いた．各試

料は 20.0×30.0×2.0mmの板状に作製．37℃

の蒸留水中に 0時間，24時間，72時間，7日，

14日に保管，動的粘弾性自動測定器（レオバ

イブロン DDV-25FP-W）を用いて，周波数 0.01

〜100Hzにおける貯蔵弾性率（G’），損失弾性

率（G”），損失正接（tanδ）を算出した． 

 

４．研究成果 

（１）市販軟質リライン材における細胞生存

率は，常温重合型アクリル系軟質リライン材

に比べて，加熱重合型アクリル系，常温重合

型シリコン系および加熱重合型シリコン系

軟質リライン材の方が高い値を示す傾向で

あった．（図 2）このことより細胞生存率は，

試料の溶出成分と量に大きく影響されるこ

とが推察される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市販ティッシュコンディショナーにお

ける細胞生存率は，製品間に異なった結果を

示し，製品 B,Cは製品 A,Dに比べて有為に低

い細胞生存率を示した．（図３）これら２種

類の製品において細胞生存率が低い結果と

なった原因として，溶出成分の影響が考えら

れた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市販ティッシュコンディショナーの溶

出成分は，製品により種類，量ともに異なっ

ていた．今回検出可能であった溶出成分は，

フタル酸ベンジルブチル（BBP），ブチルメタ

クリレート（BMA），フタル酸ジブチル（DBP），

安息香酸ベンジル（BB）の 4 種類であった．

溶出量はどの製品においても経時的に増加

していた（図４）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）市販ティッシュコンディショナーの動

力学的性質の結果，1Hz, 0.05Hz における貯

蔵弾性率の経時的変化は，製品 Aが大きく他

の製品に比べて劣化しやすい傾向が示唆さ

れた．また，今回検討した製品の中で最も安

定した製品は製品 Dであった． 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

本研究の結果，市販ティッシュコンディショ

ナーはそれぞれ性質が異なり，臨床において，

その用途に適したものを選択する必要性が

示唆された． 
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